
①前回の総括

• 来場者アンケート（回答数250件）において、満足
度は約85％と高評価。

• 総来場者数は2,000人を超え、目標来場者数を達成。

• 一方で、待ち時間・混雑・アクセス面に関する課題
が確認された。

② 昨年度からの主な変更点 

• 中古部品販売の中止・斉藤雪乃トークショーの事前
申込制（混雑の解消、トークショー観覧者席増加） 

• ミニトレイン→ Pues（ピューズ）による新たなモビ
リティ（6人乗り自動運転Mini Shuttle、1人乗りモ
ビリティRODEM）乗車体験（回転率向上、混雑緩和、　
次世代交通モビリティの発信） 

• 祝園駅～けいはんなプラザ間　イエローライナー　
臨時運行（公共交通利用促進、来場者利便性向上）

③ 開催目的

• 公共交通整備に向けた利用促進

• 公共交通ファンの支持拡大

• 公共交通従事を志望する人材獲得

→ アンケート結果を踏まえ、

　体験内容の質向上とアクセス改善を両立

④実施後の整理

• 来場者アンケートにより、体験内容および公共交通
への関心の変化を把握。

• 会場アクセスへの公共交通利用の変化を確認。

• 得られた知見を今後の公共交通施策・啓発手法の検
討に活用。

けいはんな乗り物フェア（3/20（金･祝））開催概要
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昨年乗り物フェアのアンケート結果概要

① 来場者アンケート結果概要 ③ 印象に残った内容

・回答数：250件

・実施日：令和7年3月15日（土）

・回答者属性：30～40代が6割以上、

　　　　　　　約65％が子ども連れ

・近隣3市町（精華町・京田辺市・木津川市）が約6割

　奈良・大阪等、広域からの来場も確認

・鉄道ジオラマ展示 

・バス車両展示

・ミニトレイン乗車

・グッズ販売 

→ 体験型・展示型コンテンツへの関心が高い傾向

② 満足度・意識変化 ④ 主な意見・課題（自由記述より）

・イベント満足度 「満足・やや満足」：約85％ 

・来場後の意識変化 

　公共交通への関心が高まった：80％超 

　けいはんな学研都市への関心が高まった：約77％

・待ち時間・混雑に関する意見

・会場内動線・入場制限に関する意見

・公共交通アクセスに関する意見

・継続開催を望む声も多数
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